
令和６年３月１１日の給食

ざくざく（福島県）

☺八王子産にんじん使用

2011年3月11日に発生した 東日本大震災から、

１２年が経ちます。被災した方々は、今も止まること

なく復興に向けた歩みを続けています。

きょうは、被災地の方々を応援する給食です。

応援すると同時に、私たちが震災に備えてできる

ことは何か考えてみましょう。

わかめとツナの和え物

五目ふかし（岩手県）

☺ 八王子産にんじん使用

ささかまぼこの
南部揚げ（宮城県）
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「ざくざく煮」、「ざくざく汁」

とも呼ばれ、江戸時代から親しま

れている福島県二本松市の郷土

料理です。“ざくざく”と角切りに

した具材が入っています。

東北地方の料理を食べて
復興を応援しよう！

五目ふかし（岩手県）

ささかまぼこの

南部揚げ（宮城県）

ざくざく（福島県）

笹かまぼこは宮城県の特産品

です。給食では、女川町産の

笹かまぼこに、ごま入りの衣を

つけて揚げました。

東北地方では、おこわや赤飯など、

もち米を蒸した料理を「おふかし」

と言います。

岩手県二戸地方では、正月など人

が集まるときにつくられてきました。



備えて 食べて 買い足そう！
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皆さんの家庭では、いざというときに備え

て、何日分の食料を備蓄していますか？

家族の人数分の食料を、3日分以上、1週間

分くらい備蓄しておくと安心です。

備蓄の食品は期限前に食べ、入れ替えながら

災害に備える「日常備蓄」を心がけましょう。
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日常備蓄していますか？

３日～１週間の食料を備蓄しましょう！

災害直後の食事は炭水化物に偏りがちになります。

たんぱく質や食物繊維、ビタミン、ミネラル等を補給

できるような、乾物や缶詰も備蓄しておきましょう。

食物繊維、ビタミン

ミネラルになる乾物

や缶詰など

果物や甘味、調味料も

あるとアレンジの幅が

広がります

たんぱく質（主菜）

となる缶詰や

レトルト食品

災害で食料が手に入りにくくなった時には、

日持ちする乾物類や缶詰がとても役立ちます。

今日の給食の「わかめとツナの和え物」は、

災害時でも備蓄食材を使ってできる献立です。


